
鹿児島地区合併協議会だより平成 年（ 年） 月 日 （ ）

こ
の
広
報
紙
は
、
古
紙
配
合
率

％
の

再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
委
員
等
の
紹
介

新
た
な
委
員
等
の
紹
介

鹿
児
島
市
の
生
い
た
ち

新たな協議会委員（敬称略）

新たな幹事長 事務局職員等（敬称略）

江
戸
時
代
の
鹿
児
島
市
は
、
禄
高

万

千
石
・
天
下
第
二
の
雄
藩
で
薩
摩
・
大
隅

（
鹿
児
島
県
）・
日
向
（
宮
崎
県
南
部
）
の

三
国
を
治
め
た
島
津
氏
の
城
下
町
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。

丸
に
十
の
字

の
紋
に
羽
振
り
を
き
か

し
た
島
津
氏
の
統
治
下
、
鹿
児
島
市
が
藩
政

の
中
心
と
な
り
、
南
九
州
の
雄
都
の
地
位
を

占
め
る
に
至
っ
た
の
は
、
第

代
藩
主
島
津

氏
久
公
が
東
福
寺
城（
現
鹿
児
島
市
清
水
町
）

を
居
城
に
し
た
と
き
（

年
ご
ろ
）

に
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

以
来
、

年
に
わ
た
る
島
津
氏
の
治

世
の
も
と
、
鹿
児
島
市
は
南
九
州
一
の
都
市

と
し
て
着
実
に
繁
栄
と
進
展
の
歴
史
を
つ
く

り
あ
げ
ま
し
た
。

廃
藩
置
県
と
と
も
に

県
庁
所
在
地
に

明
治

年
の
廃
藩
置
県
と
と
も
に
県
庁
の

所
在
地
と
な
り
、
同

年

月
に
は
全
国
で

最
初
の
市
の
一
つ
と
し
て
市
制
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

以
来
、
明
治

年
（
草
牟
田
・
武
）、
大

正

年
（
永
吉
・
原
良
・
玉
里
）、
昭
和

年
（
中
郡
宇
村
・
西
武
田
村
・
吉
野
村
）
の

隣
接
村
編
入
に
よ
り
、
市
域
面
積
は
約

と
な
り
、
昭
和

年
に
は
人
口
約

万
人
の

都
市
と
し
て
大
き
く
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和

年
に
伊
敷
・
東
桜
島
両
村

を
編
入
、
昭
和

年

月
に
は
隣
接
す
る
谷

山
市
と
合
併
し
て
人
口

万
人
の
新
鹿
児
島

市
が
誕
生
、
同

年

月

日
に
は
人
口

万
人
を
突
破
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
平
成
元
年
に
市
制
施
行

周
年
を
迎
え
、
平
成

年

月

日
に
は
中

核
市
に
指
定
さ
れ
、
更
に
発
展
を
続
け
て
い

ま
す
。人

口

万
人
を
擁
す
る

県
都
と
し
て

来
る
、
平
成

年

月

日
に
は
、
こ
れ

ま
で
相
協
調
す
る
中
で
お
互
い
に
発
展
し
て

き
た
吉
田
町
・
桜
島
町
・
喜
入
町
・
松
元
町

及
び
郡
山
町
と
合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人

口

万
人
を
擁
す
る
県
都
と
し
て
、
ま
た
南

九
州
の
中
核
都
市
と
し
て
、
更
な
る
飛
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

W
ª
L

草
木
が
萌
え
立

ち
、梅
雨
に
濡
れ
た
若
葉
が
初
夏
の
日

差
し
で
ま
ば
ゆ
い
輝
き
を
放
つ
季
節
。

公
園
の
噴
水
で
は
、
水
遊
び
に
興

じ
る
親
子
の
姿
に
ひ
と
と
き
の
涼

を
感
じ
る
一
幕
も
。

さ
て
、鹿
児
島
地
区
の
合
併
協
議

も
、県
議
会
で
の
議
決
に
よ
り
、い
よ

い
よ
新
生
鹿
児
島
市
誕
生
へ
向
け

最
終
コ
ー
ナ
ー
へ
と
差
し
か
か
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
は
、細
部
に
わ
た
る
具
体
的

な
事
務
事
業
の
調
整
を
行
う
重
要
な

準
備
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。

新
緑
の
輝
き
に
負
け
な
い
、新
市
の

都
市
像
人
と
ま
ち

個
性
が
輝
く

元
気
都
市
か
ご
し
ま
の
創
造
に
向

か
っ
て
…
。

皆様からのご意見 ご質問をお寄せ下さい。
ホームページアドレス

合併施行日までのカウントダウンも表示しました！
皆様のアクセスお待ちしています。
メールアドレス

＠

協議会を傍聴しませんか？

第 回協議会は
月 日（水）

午後 時 時 分まで
かごしま市民福祉プラザ
階大会議室で開催いたします。

区 分 職 名 等 氏 名 市町名 備 考

幹 事 長 鹿 児 島 市 企 画 部 長 成清次男 鹿児島市
人事異動に
伴うもの

事 務 局 長 鹿児島市合併対策室長 黒木潤二 鹿児島市

事務局次長 鹿児島市合併対策室主幹 柿元孝志 鹿児島市

区 分 職 名 等 氏 名 市町名 備 考

幹 事 長

事 務 局 長

事務局次長

新委員名 市町名等

上 門 秀 彦 鹿児島市（議長）

森 山 き よ み

鹿児島市（議員）
ふ じ た 太 一

長 田 徳 太 郎

平 山 た か し

住 吉 徹 鹿児島総務事務所長（共通委員）

池 島 規 夫 喜入町（喜入地区公民館連絡協議会会長）

新委員名 市町名等

上 門 秀 彦

森 山 き よ み

ふ じ た 太 一

長 田 徳 太 郎

平 山 た か し

住 吉 徹

池 島 規 夫

数字で見る市域のうつりかわり

現鹿児島市、昭和 年 月 日 欄の各数字は昭和 年 月 日現在の推計人口で、その他の人口、世帯数
は 月 日現在です。
合併後の鹿児島市 欄の 人口、世帯数 は平成 年 月 日現在の国勢調査に基づく数値で、面積 は国
土交通省国土地理院が公表した平成 年 月 日現在の 全国都道府県市区町村別面積調 によるものです。

区 分 年月日 編入区域 面積（ ） 人口（人） 世帯数（世帯） 人口密度（人 ）

市 制 施 行 明治 鹿児島市

第 次編入 草牟田、武

第 次編入 大正 永吉、原良、玉里

第 次編入 昭和 中郡宇村、西武田村、吉野村

第 次編入 伊敷村、東桜島村

谷 山 市
市 制 施 行 谷山市

現鹿児島市

鹿児島市
旧鹿児島市
旧谷山市

（国勢調査）
平成

（国勢調査）

（国勢調査）

（国勢調査）

合 併 後 の
鹿 児 島 市

平成
（予定）

鹿児島市
鹿児島市
吉田町
桜島町
喜入町
松元町
郡山町

区 分 年月日 編入区域 面積（ ） 人口（人） 世帯数（世帯） 人口密度（人 ）

市 制 施 行 明治 鹿児島市

第 次編入 草牟田、武

第 次編入 大正 永吉、原良、玉里

第 次編入 昭和 中郡宇村、西武田村、吉野村

第 次編入 伊敷村、東桜島村

谷 山 市
市 制 施 行 谷山市

現鹿児島市

鹿児島市
旧鹿児島市
旧谷山市

（国勢調査））
平成

（国勢調査））

（国勢調査））

（国勢調査））

合 併 後 の
鹿 児 島 市

平成
（予定）

鹿児島市
鹿児島市
吉田町
桜島町
喜入町
松元町
郡山町

平成 年 月の県議会定例会は 月 日に開会し、
市 町からの廃置分合申請に基づく、市町の廃置分
合について議決を求める議案が同日提案されました。
日の本会議では合併市に対する県としての支援策

について代表質問があったほか、 日の常任委員会で
の審議を経て、 日の最終本会議において、可決され
ました。

【
提
案
さ
れ
た
議
案
】

市
町
の
廃
置
分
合
に

つ
い
て
議
決
を
求
め

る
件

平
成

年

月

日

か
ら

町
を
廃
し
、
そ

れ
ら
の
区
域
を
鹿
児
島

市
に
編
入
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、

市

町
か

ら
の
申
請
に
基
づ
き
、

県
議
会
の
議
決
を
求
め

よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

県
議
会
で
廃
置
分
合
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た

県
議
会
で
廃
置
分
合
議
案
が

可
決
さ
れ
ま
し
た


